






















































































する解を、赤道面での Urの向きに応じて、 Ur> 0のものを上昇解、 Urく Oのものを下降
解と呼ぶことにします。(図 3.5参照)この分類法に従えば、球殻Taylor流れであるか渦解
は上昇解に属し、下降解に対応する解は存在しません。
図 3.6は、 R= 2.23， Re = 0の場合の、対称解の物理的性質の Rayleigh数依存性で
す。 2.2節での数値計算の結果、回転の無い場合には、 R= 2.23における臨界モード数は
1=8、臨界Rayleigh数は Rα=2541.7です。この章で考察している系は、重力の関数形
γと拡散平衡解の温度勾配θTst/かが相似なので、線形問題は自己随伴となり分岐は超臨
界でなくてはなりません。図 3.6(a)はNusselt数?、図 3.6(b)は叫のエネルギー・スベク
トルです。いずれも、ほぼRα-Rαcに線形に依存しています。したがって、反対称モー
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